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畜産農家を町独自で応援へ畜産農家を町独自で応援へ 粗飼 料価格高騰支援策を可決粗飼 料価格高騰支援策を可決
一般会計補正予算（第５号）
７，９１８万円を追加し
総額８４億４，８２９万円に 令

和
５
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
15
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
６
名
が
、
２
日
間
に
わ
た
り
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

７
日
の
議
案
審
議
で
は
条
例
関
係
が
１
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
含
む
各
会
計

補
正
予
算
10
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
会
計

決
算
認
定
13
案
件
を
一
括
上
程
し
、
決
算
特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

８
日
は
、
産
業
厚
生
・
総
務
文
教
の
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
い
、
12
~

13
日
は
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
決
算
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
令
和
４
年
度
会
計
決
算
認
定
13
案
件
を
認
定
、
追
加
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
人
事
案
３
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

〇粗飼料価格高騰に係る補助金（歳入①） 1,317万円
〇航空レーザー測量森林資源解析業務委託料（歳入④）
　　　　　　　　　　 641万円
〇先端産業教育実践支援に係る補助金（歳入⑤） 765万円
〇インバウンドコンテンツ造成事業貸付金（歳入⑥）
 　　　 690万円
〇防災道の駅社会実証実験に係る負担金（歳入②）
  266万円
〇令和4年8月豪雨林道単独災害復旧業務委託料（歳入③）
　　　　　　　　　　　　 　 2,500万円

①新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
　　　　　　　　 1,300万円　
②道の駅いいで社会実証実験補助金　 266万円
③小規模農地等災害緊急復旧事業費補助金 3,600万円
④森林情報緊急整備事業　　　　　　　　 641万円
⑤企業版ふるさと納税地方創生基金 900万円
⑥インバウンドコンテンツ造成事業貸付金元金 690万円

概　要

９　月
定例会

　

９
月
２
日
（
土
）
め
ざ

み
の
里
復
興
祈
願
祭
で
11

人
の
踊
り
手
が
花
笠
舞
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
大
河
原
魁か
い

君
（
手
ノ
子
小
６
年
写
真

右
か
ら
２
人
目
）
は
、「
多

く
の
人
に
見
て
も
ら
っ
て

嬉
し
か
っ
た
。」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

花
笠
隊
は
、
８
月
５
日

山
形
市
の
「
山
形
花
笠
ま

つ
り
」
に
も
「
手
ノ
子
小

学
校
１
５
０
周
年
を
祝
い

隊
」
と
し
て
花
笠
パ
レ
ー

ド
参
加
し
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
夏
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
大
き
な
勇
気
と
希

望
を
与
え
て
く
れ
る
活
躍

で
し
た
。

表
紙
に
つ
い
て

手
ノ
子
小
花
笠
隊
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畜産農家を町独自で応援へ畜産農家を町独自で応援へ 粗飼 料価格高騰支援策を可決粗飼 料価格高騰支援策を可決

●
指
定
管
理
の
内
容
は

遠
藤︵
芳
︶議
員

今
後
３

年
間
の
指
定
管
理
を
委
託

す
る
、
飯
豊
町
農
林
水
産

物
処
理
加
工
施
設
管
理
運

営
事
業
90
万
円
に
つ
い
て
、

行
っ
て
い
る
事
業
内
容
は
。

農
林
振
興
課
長　
豆
腐
の

製
造
販
売
の
た
め
に
使
用

し
て
い
る
。
製
造
し
た
豆

腐
は
、
主
に
関
西
方
面
で

販
売
し
、
町
内
産
大
豆
を

使
用
し
た
豆
腐
は
、
学
校

給
食
へ
の
提
供
を
行
っ
て

い
る
。

●
社
会
実
証
実
験
と
は

舟
山
議
員

観
光
物
産
館

運
営
事
業
に
お
い
て
、
防

災
道
の
駅
社
会
実
証
実
験

に
係
る
負
担
金
２
６
６
万

円
の
内
容
と
は
。

商
工
観
光
課
長
　
社
会
実

証
実
験
を
行
う
た
め
の
、

協
議
会
の
設
立
を
予
定
し

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
防
災

セ
ミ
ナ
ー
、
防
災
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
宿
泊
避
難
訓

練
、
防
災
機
器
稼
働
実
験

な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

●
落
雷
対
策
は

屋
嶋
議
員
　
小
学
校
管
理

費
の
３
３
０
万
円
は
、
第

二
小
学
校
複
合
火
災
受
信

機
等
の
故
障
修
繕
で
、
原

因
が
落
雷
と
の
分
析
の
よ

う
だ
。
今
回
の
予
算
に
は
、

落
雷
対
策
費
が
含
ま
れ
る

か
。

総
務
教
育
課
長　
今
回
の

予
算
に
は
対
策
費
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
現
在
は
他

校
で
も
、
落
雷
対
策
は
さ

れ
て
い
な
い
。

総
務
課
長　

庁
舎
で
は
、

落
雷
対
策
は
さ
れ
て
い
な

い
。
公
共
施
設
の
落
雷
対

策
は
必
要
と
の
考
え
か
ら
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
審
査
会
の
開
催
は

髙
橋︵
勝
︶議
員

先
端
産

業
教
育
実
践
支
援
７
６
５

万
円
に
つ
い
て
、
補
助
金

交
付
に
あ
た
り
、
審
査
会

の
開
催
は
。
ま
た
補
助
対

象
経
費
は
。

商
工
観
光
課
長　
提
出
書

類
の
審
査
を
行
い
、
不
備

が
無
け
れ
ば
交
付
決
定
と

し
、
審
査
会
の
開
催
は
予

定
し
て
い
な
い
。
対
象
経

費
は
、
電
気
自
動
車
や
自

動
運
転
等
の
事
業
に
係
る

委
託
料
、
備
品
購
入
、
印

刷
製
本
、
旅
費
等
を
想
定

し
て
い
る
。

●
畜
産
農
家
へ
の
支
援
は

髙
橋︵
亨
︶議
員

畜
産
農

家
へ
の
粗
飼
料
価
格
対
策

の
事
業
内
容
と
支
給
額
は
。

農
林
振
興
課
長　
１
年
間

に
与
え
る
飼
料
代
の
値
上

が
り
分
の
10
％
を
支
給
す

る
。
１
頭
あ
た
り
乳
用
牛

で
８
,０
０
０
円
、繁
殖
牛

で
４
,０
０
０
円
、肥
育
牛

で
２
,０
０
０
円
と
な
る
。

条
　  

例

◆
飯
豊
町
定
住
促
進
住
宅

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

令
和
４
年
８
月
３
日
か

ら
の
大
雨
に
よ
る
被
災
者

に
つ
い
て
、
定
住
促
進
住

宅
へ
の
入
居
を
継
続
し
て

認
め
、
家
賃
、
敷
金
及
び

駐
車
場
使
用
料
の
減
免
期

間
を
延
長
（
令
和
６
年
３

月
31
日
ま
で
）
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
改
正
を
提

案
す
る
も
の
で
あ
る
。

※
全
議
員
の
賛
成
で
可
決

人
　  

事

◆
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

（
任
期
4
年
）

長
岡　

勝

　
　

大
字
中（
新
任
）

草
刈　

信
子

　
　

大
字
添
川（
新
任
）

小
川　

と
よ
子

　
　

大
字
高
峰（
新
任
）

井
上　

千
恵
美

　
　

大
字
椿（
新
任
）

※
全
議
員
の
選
任
で
可
決

◆
選
挙
管
理
委
員
会

　

補
充
員　
（
任
期
4
年
）

横
山　

孝

　
　

大
字
小
白
川（
新
任
）

伊
藤　

浩
一
郎

　
　

大
字
小
屋（
再
任
）

佐
藤　

芳
栄

　
　

大
字
松
原（
新
任
）

小
松　

弘
子

　
　

大
字
萩
生（
新
任
）

※
全
議
員
の
選
任
で
可
決

◆
教
育
委
員
会
委
員

（
任
期
4
年
）

　

田
林　

義
則

　
　
　

大
字
中（
再
任
）

※
全
議
員
の
同
意
で
可
決

粗
飼
料
高
騰
は
今
後
も

続
く
の
か
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実質公債費比率及び実質公債費比率及び 将来負担比率は年々増加将来負担比率は年々増加
＊将来負担比率とは　将来負担する借入金の残高などから貯金や見込まれる収入を除いた額が＊将来負担比率とは　将来負担する借入金の残高などから貯金や見込まれる収入を除いた額が

標準的な収入に対して、どれくらいの割合があるかを示した数値標準的な収入に対して、どれくらいの割合があるかを示した数値

令和４年度の一般会計、各特別会計及び水道事業会計の決算は、決算特別委員会において審査
の上、全会一致で認定されました。

一般会計決算における財政分析主要指数の推移を見ると、財政力指数0.195、実質収支比率
8.1%、経常収支比率93.1%であり、弾力性に乏しい財政状況下にあります。

また、町民総合センター大規模改修事業、中学校大規模改修事業及び新産業集積事業などの実
施に伴う地方債残高の増加により、財政健全化を示す健全化判断比率などの指標では、実質公債
費比率及び将来負担比率とも年々増加傾向にあり、財政の硬直化を招くことが懸念されます。

一般会計決算

歳　入　82億5,610万円 歳　出　77億2,425万円

過去５年間の財政収支の状況
（単位：万円）

項　　目 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

歳 入 総 額 74億2088 73億6290 93億5963 76億7421 82億5610

歳 出 総 額 71億3803 69億4770 90億4008 72億0158 77億2425

基 金 積 立 金 126 24 4 11 14 

基金取り消し額 3億4000 4億7800 1億3100 7800 4億800

実質公債費比率は年々増加し、当年度は12.8%となり昨年度より0.8%増、決算額の対前年
度比は、7,708万円増の9.1%となりました。

過去５年間の公債費の推移
（単位：万円、％）

区　　分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

公 債 費 決 算 額 6億4128 7億0426 9億1113 8億4815 9億2523

歳 出 総 額 に
占 め る 割 合 9.0 10.1 10.1 11.8 12.0

実質公債費比率 7.2 8.6 10.6 12.0 12.8

令和５年９月25日　議会だより191号（4）



実質公債費比率及び実質公債費比率及び 将来負担比率は年々増加将来負担比率は年々増加令和４年度
決算概要

＊実質公債費比率とは　町が国等から借りている借金返済額を標準的＊実質公債費比率とは　町が国等から借りている借金返済額を標準的
な財政規模で負担する割合を率で表したものな財政規模で負担する割合を率で表したもの

監査総評、指摘事項
一般会計及び各特別会計の会計全般について、歳入は予定どおり確保され資金繰りは順調であった

と思料されます。一般会計からの繰入金の状況は、前年度比2,268万円増の6億9,322万円となっています。
今後各特別会計の一層の自助努力と一般会計繰り出金の削減を強く望みます。

歳出決算では、義務的経費全体で2,765万円増加し前年度比1.1%増、投資的経費は2億7,146万円増加、
その他の経費は2億2,356万円増加、前年度比6.6%増加している。

水道事業会計では、漏水対策を推進し、老朽化施設の耐震化や設備の更新を重点的に進められたい。
萩生浄水場復旧後も中浄水場の通年稼働を望みます。

前年度より1億5,233万円少ない18億8,163万円で、前年度に比べ7.5%の減です。
財政調整基金は、4億5,969万円で適正額の標準財政規模の10%の額のおおよそ1.14倍です。
令和８年度以降に町償還金のピークを迎えることから、計画的な積立を図ることが必要です。

過去４年間の各基金残高 基準日：令和５年５月31日現在（単位：万円）

基金の名称
令和元年度
現在高

（R2.5.31）

令和２年度
現在高

（R3.5.31）

令和３年度
現在高

（R4.5.31） 

令和４年度
現在高

（R5.5.31）

財 政 調 整 基 金 4億4308 4億5712 5億1223 4億5969
減 債 基 金 2億7940 1億7234 2億9939 2億9234
地 域 福 祉 振 興 基 金 1億6838 8843 8944 9345
公 共 施 設 整 備 基 金 4億2858 3億8168 3億2054 3億2564
地 域 振 興 基 金 5844 4806 4507 4507
いいでめざみの里応援寄附基金 2035 6035 6037 6037
中小企業緊急災害等対策利子補給基金 ― 2500 1871 1280
企業版ふるさと納税地方創生基金 ― 0 500 1000
ス ポ ー ツ 振 興 基 金 4389 3740 2841 2842
交 通 遺 児 等 支 援 基 金 501 501 501 501

小　　　計 14億4713 12億7539 13億8417 13億3279
国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 1億0391 1億0393 9562 1億0462
介護保険介護給付費準備基金 1億1014 1億3271 1億7272 2億1103
畜 産 振 興 基 金 5525 5525 5526 5526
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 301 1063 1063 1287
奨 学 資 金 貸 与 基 金 6446 6446 6446 5446
土 地 開 発 基 金 1億7158 1億7161 1億7165 3745
財 産 区 基 金（ ４ 財 産 区 ） 8300 8119 7944 7315

小　　　計 5億9135 6億1978 6億4978 5億4884
総　合　計 20億3848 18億9517 20億3395 18億8163
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災害復旧中の災害復旧中の
財政規範の考え方は財政規範の考え方は

決
算
特
別
委
員
長

遠え
ん

藤ど
う

芳よ
し

昭あ
き

財
政
規
範
の

考
え
方
は

遠
藤︵
純
︶委
員　
災
害
復

旧
中
に
お
け
る
財
政
規
範

の
考
え
方
は
。

総
務
課
長　
年
度
途
中
の

補
正
予
算
を
組
む
と
き
に
、

財
政
調
整
基
金
が
１
億
円

ま
で
減
少
し
た
時
期
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
災
害
関

係
の
特
別
交
付
税
３
億
円

~
４
億
円
が
入
り
取
り
組

め
た
。
未
だ
に
把
握
で
き

て
い
な
い
災
害
も
あ
り
、

厳
し
く
な
っ
て
い
く
財
政

状
況
に
あ
る
が
、
見
極
め

な
が
ら
予
算
編
成
、
財
政

運
営
に
取
り
組
む
。

未
収
金
額
が

増
え
た
理
由
は

屋
嶋
委
員　
未
収
金
が
７

５
５
万
円
あ
る
。
特
に
、

町
税
等
の
未
収
金
額
６
６

８
万
８
千
円
、
対
前
年
度

比
で
１
１
７
・
５
％
と
増

加
し
て
い
る
。
原
因
と
対

策
は
。

税
務
会
計
課
長
　
町
税
の

う
ち
の
固
定
資
産
税
が
約

４
８
７
万
円
あ
る
。
破
産

し
た
法
人
が
大
き
な
要
因

で
あ
る
。
対
応
は
、
管
財

人
に
債
権
額
の
交
付
要
求

を
行
い
、
債
権
額
弁
済
の

通
知
が
あ
っ
た
。
個
人
町

民
税
59
万
円
、
国
民
健
康

保
険
税
１
２
８
万
円
の
徴

収
方
法
と
し
て
、
督
促
書

や
催
告
書
の
発
送
、
訪
問

徴
収
、
夜
間
徴
収
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
た
納

付
相
談
、
分
割
相
談
、
所

得
税
還
付
金
や
町
か
ら
の

報
酬
差
し
押
さ
え
の
対
応

を
と
っ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
・
介
護
保
険
・
訪
問
看
護
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
下
水
道
事
業
・

財
産
区
）
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
合
わ
せ
て
13
件
に
つ
き
、
決
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
審
査
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
長
に
遠
藤
芳
昭
委
員
を
、
副
委
員
長
に
松
山
和
好
委
員

を
選
出
し
、
９
月
12
日
・
13
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
、

い
ず
れ
も
全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

（
各
委
員
の
質
疑
内
容
は
要
約
し
て
記
載
）

一
　
　
般
　
　
会
　
　
計

総務文教
所 管 分

災害復旧状況
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決算特別
委 員 会

地区別推進事業の地区別推進事業の
進捗管理は進捗管理は

地
区
ご
と
に
異
な
る

補
助
金
の
差
は

髙
橋︵
勝
︶委
員　
地
区
別

計
画
の
推
進
事
業
に
あ
っ

て
、
地
区
ご
と
の
開
き
が

７
万
２
千
円
か
ら
１
２
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
進

捗
は
ど
う
な
の
か
、
町
の

計
画
管
理
に
つ
い
て
は
。

企
画
課
長　
町
の
総
合
計

画
に
合
わ
せ
各
地
区
で
策

定
し
た
、
地
区
別
計
画
を

推
進
す
る
補
助
金
で
あ
り
、

令
和
３
年
か
ら
年
70
万
円

の
５
年
間
で
、
３
５
０
万

円
の
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

町
は
、
予
算
の
管
理
は
行

う
が
、
事
業
の
管
理
は
し

て
い
な
い
。
地
区
が
主
体

的
に
行
う
事
業
と
理
解
し

て
い
る
の
で
事
業
の
進
捗

管
理
は
各
地
区
に
任
せ
て

い
る
。
地
区
協
議
会
長
等

に
執
行
率
を
示
し
な
が
ら
、

前
向
き
な
取
り
組
み
を
後

方
支
援
す
る
。

非
常
備
団
員
の

管
理
事
業
は

横
山
委
員　
非
常
備
消
防

団
員
管
理
事
業
に
お
け
る

食
糧
費
44
万
５
７
７
円
の

内
容
は
。

総
務
課
長
　
消
防
団
員
の

訓
練
や
演
習
時
の
昼
食
費

と
会
議
費
の
ほ
か
、
災
害

時
に
お
け
る
飲
料
水
等
の

購
入
、
さ
ら
に
昨
年
は
８

月
に
起
き
た
災
害
も
含
め

た
捜
索
が
２
件
あ
り
、
そ

の
際
の
昼
食
代
の
費
用
と

な
っ
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

受
け
入
れ
事
業
は

舟
山
委
員　
人
材
誘
致
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
の
委
託

先
と
そ
の
状
況
は
。

企
画
課
長
　
新
た
な
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
す

る
事
業
で
、
委
託
先
は
仙

台
市
に
あ
る
㈱
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
と
な
る
。

委
託
内
容
は
、
協
力
隊
募

集
、
事
業
計
画
の
作
成
支

援
、
町
内
で
の
体
験
ツ
ア

ー
な
ど
で
あ
る
。

（
国
民
健
康
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
）

質
疑
な
し

特
別
会
計

決
算
特
別
委
員
会
と
は

　

９
月
定
例
会
で
上
程

さ
れ
た
決
算
議
案
に
つ

い
て
、
そ
の
認
定
審
査

の
た
め
に
設
置
さ
れ
る

委
員
会
の
こ
と
で
す
。

決
算
の
審
査
は
、
当
該

年
度
の
予
算
の
議
決
に

基
づ
く
財
務
処
理
の
全

体
を
通
し
て
、
そ
の
執

行
が
適
正
、
公
平
か
つ

能
率
的
・
合
理
的
に
行

わ
れ
た
か
否
か
の
適
否

を
審
査
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
は
、
予
算
執
行

の
効
果
な
ど
を
判
定
し
、

次
年
度
以
降
の
予
算
編

成
お
よ
び
将
来
の
あ
る

べ
き
行
財
政
の
指
針
と

し
て
反
映
さ
れ
る
重
要

な
意
味
を
持
っ
て
い
ま

す
。

災害による行方不明者の捜索
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飯
豊
研
究
所
に

３
８
４
８
万
円

松
山
委
員　
㈱
飯
豊
電
池

研
究
所
に
対
す
る
既
存
地

元
企
業
の
技
術
力
向
上
に

向
け
た
製
品
開
発
業
務
委

託
費
３
８
４
８
万
円
の
使

途
は
。

商
工
観
光
課
長　
町
内
に

は
自
動
車
産
業
に
関
す
る

事
業
所
が
多
い
の
で
、
企

業
同
士
の
共
同
開
発
な
ど

に
委
託
し
た
。

人
材
育
成
事
業
に

１
９
２
４
万
円

松
山
委
員　
こ
こ
数
年
間

支
出
し
て
い
る
飯
豊
電
池

バ
レ
ー
人
材
育
成
事
業
の

１
９
２
４
万
円
は
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
た
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
令
和
５

年
４
月
に
開
学
す
る
専
門

職
大
学
の
開
学
費
用
等
を

支
援
し
た
も
の
で
あ
る
。

改
善
セ
ン
タ
ー
の
解

体
設
計
費
に
つ
い
て

屋
嶋
委
員　
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
の
解
体
を
令

和
５
年
度
の
計
画
か
ら
延

期
と
な
っ
た
が
、
解
体
設

計
委
託
費
約
４
５
０
万
円

は
再
設
計
と
は
な
ら
な
い

の
か
。

農
林
振
興
課
長
　
設
計
費

は
大
き
な
変
更
と
は
な
ら

な
い
が
、
工
事
の
時
期
に

よ
っ
て
は
、
単
価
の
見
直

し
が
必
要
な
場
合
も
あ
る

の
で
、
そ
の
時
は
改
め
て

相
談
し
た
い
。

林
道
飯
豊
桧
枝
岐
線

の
管
理
に
つ
い
て

舟
山
委
員　
林
道
飯
豊
桧

枝
岐
線
に
毎
年
５
０
０
０

万
円
支
出
し
て
い
る
が
、

費
用
負
担
の
増
額
を
国
・

県
に
働
き
か
け
た
の
か
。

農
林
振
興
課
長
　
現
在
、

事
業
費
の
50
％
は
国
か
ら
、

４
％
は
県
か
ら
、
町
は
46

％
支
出
し
て
い
る
。
今
後

も
国
・
県
に
働
き
か
け
て

い
く
。

開
発
補
助
金
に

２
２
０
０
万
円

髙
橋︵
勝
︶委
員　
次
世
代

モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
開

発
事
業
費
補
助
金
２
２
０

０
万
円
の
事
業
内
容
と
実

績
・
成
果
品
は
。

商
工
観
光
課
長
　
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
資
金
源

と
し
て
、
電
動
車
椅
子
や

自
動
運
転
車
両
の
開
発
な

ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン

グ
地
図
作
成
と
は

横
山
委
員　
地
域
お
こ
し

協
力
隊
受
け
入
れ
事
業
の

中
で
、
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ

ン
グ
地
図
製
作
委
託
８
万

円
の
内
容
は
。
ま
た
、
契

約
期
間
が
冬
季
間
で
あ
る

の
は
な
ぜ
か
。

観
光
交
流
室
長
　
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
で
使
用
す

る
よ
う
な
地
図
で
、
い
く

つ
か
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

一
　
　
般
　
　
会
　
　
計

林道飯豊桧枝岐線の災害状況

電池バレー関連の使途は電池バレー関連の使途は 産業厚生
所 管 分

㈱飯豊電池研究所
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ト
が
あ
っ
て
ポ
イ
ン
ト
ご

と
に
点
数
が
違
い
、
そ
の

点
数
を
競
っ
て
遊
ぶ
、
そ

の
た
め
の
地
図
を
作
成
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

冬
期
間
で
も
す
で
に
あ

る
資
料
を
使
っ
た
の
で
製

作
作
業
に
は
支
障
は
な
か

っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
支

援
の
あ
り
方
は

遠
藤︵
純
︶委
員　
農
業
に

対
し
て
、
合
計
1
億
円
を

超
え
る
補
助
金

が
環
境
保
全
に

対
し
て
交
付
さ

れ
て
い
る
。
ウ

ル
グ
ア
イ
ラ
ウ

ン
ド
加
盟
国
か

ら
日
本
に
対
し

て
、
農
家
に
対

す
る
直
接
支
援

は
反
対
さ
れ
て

い
る
た
め
、
現

在
の
支
援
と
な

っ
た
。
町
の
考

え
は
。

町
長
　
支
援
の
形
は
変
わ

っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、

農
業
集
落
に
対
す
る
支
援

と
し
て
は
有
効
で
あ
る
。

世
界
的
に
は
そ
う
で
あ
っ

て
も
地
域
の
農
業
は
支
援

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、

そ
の
年
そ
の
時
の
天
候
に

左
右
さ
れ
、
収
穫
収
入
が

不
確
定
な
農
業
の
特
異
性

も
あ
り
、
規
模
の
大
小
に

か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ま
で
ど

お
り
支
援
し
て
い
き
た
い
。

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
デ

ー
タ
分
析
事
業
に
つ
い
て

屋
嶋
委
員　
生
活
習
慣
病

予
防
対
策
デ
ー
タ
分
析
事

業
の
44
万
円
は
、
令
和
３

年
度
の
３
９
６
万
円
か
ら

３
５
０
万
円
少
な
い
が
そ

の
理
由
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
令
和
３

年
度
は
町
全
体
の
デ
ー
タ

分
析
だ
っ
た
が
、
令
和
４

年
度
は
小
字
ご
と
の
分
析

の
た
め
少
な
い
執
行
と
な

っ
た
。

介
護
保
険
料
の
未
収

金
に
つ
い
て

髙
橋︵
勝
︶委
員　
特
別
徴

収
と
し
て
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
介
護
保
険
は
徴

収
率
１
０
０
％
で
あ
る
。

　

普
通
徴
収
は
口
座
振
込

み
や
窓
口
支
払
で
あ
る
が
、

収
納
率
が
悪
い
。
不
公
平

感
を
無
く
す
た
め
に
も
普

通
徴
収
の
収
納
率
を
上
げ

る
よ
う
に
す
る
に
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
近
年
は

普
通
収
納
率
の
ほ
う
も
若

干
上
が
っ
て
来
ま
し
た
が
、

今
後
は
住
民
課
と
も
相
談

し
て
収
納
率
ア
ッ
プ
を
図

り
た
い
。

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

これからも農業支援を

データを使って健康講座

納
付
書
で
窓
口
支
払
い

決算特別
委 員 会

これからのこれからの
農業支援のあり方は農業支援のあり方は

（9）議会だより191号　令和５年９月25日



氏　名 質　　問　　事　　項 ページ

１．議席番号２番

　　島
しまぬき

貫　寿
ひさ

雄
お
　議員

①電池バレー構想の現状と今後の見込みについて P11

２．議席番号７番

　　松
まつやま

山　和
かずよし

好　議員
①貸工場について、これまでの経過と今後の見通
しについて問う P12

３．議席番号５番

　　屋
や

嶋
しま

　雅
まさかず

一　議員
①新たなツーリズムによる財源確保を
②義務教育学校の導入後について

P13

４．議席番号６番

　　舟
ふなやま

山　政
まさ

男
お
　議員

①町農業と耕作放棄地について P14

５．議席番号８番

　　遠
えんどう

藤　芳
よしあき

昭　議員
①ＪＲ米坂線存続に向け、今後必要な対応とは
③	 閉校となる空き校舎をどう活用するか

P15

６．議席番号４番

　　髙
たかはし

橋　勝
まさる
　議員

①災害に強いまちづくりへ。安心して暮らせる地
域とは

②雇用創出と地域活性化をめざして。第三セクタ
ーの今後の行方は

P16

  ◎一般質問に関する記事は、質問者自身で作成しており、内容は要約した記事となっています。

次の議会予定は 12月７日(木)～15日(金) です

　　町民の皆様

議会の傍聴においでください
　議会は、町民生活向上のためのきまりや予算を決める機関です。
　町で計画している事業や予算に対し、さらに注文をつけたり、ブレーキをかけるのも、議会
の大切な役割です。
　町民の皆様には、そのような議会の様子を是非ご覧いただきたいと存じます。「一般質問」は
じめ「各委員会の議論」や「予算・決算などの審議」は誰でも傍聴できますので、ぜひお気軽
においでください。

令和５年９月25日　議会だより191号（10）



一般質問

【
町
民
の
大
き
な
関
心
】

貸
工
場
の

　
　
一
般
公
開
を

質
問　

現
在
、「
電
池
バ

レ
ー
構
想
」
に
対
す
る
町

民
の
関
心
は
高
い
。

　

よ
う
や
く
電
動
モ
ビ
リ

テ
ィ
シ
ス
テ
ム
専
門
職
大

学
が
開
学
し
た
が
、
一
方

令
和
２
年
に
26
億
円
も
か

け
て
完
成
し
た
貸
工
場
は

稼
働
し
て
い
な
い
。

　

そ
の
多
額
の
投
資
が
さ

れ
た
工
場
を
見
て
み
た
い

と
い
う
町
民
の
声
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
貸
工
場
の
一

般
公
開
を
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

一
般
に
公
開
し
た
い

町
長　
令
和
５
年
４
月
に

電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
専
門
職
大
学
は
開
学
し

多
く
の
方
が
大
学
を
訪
問

す
る
機
会
が
増
え
た
。

　

貸
工
場
に
つ
い
て
は
い

つ
で
も
一
般
公
開
す
る
よ

う
に
し
た
い
。

電
池
バ
レ
ー
構
想
に

対
す
る
町
民
集
会
を

質
問　
「
電
池
バ
レ
ー
構

想
」
に
対
す
る
議
会
特
別

委
員
会
の
報
告
書
が
出
た

が
、
こ
の
事
業
に
不
安
を

持
つ
町
民
に
対
す
る
丁
寧

な
説
明
は
足
り
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
。「
電
池
バ

レ
ー
構
想
」
に
つ
い
て
、

町
民
集
会
を
開
き
、
説
明

し
て
欲
し
い
と
い
う
声
に

ど
う
応
え
る
か
。

住
民
説
明
会
は
必
要
が

あ
れ
ば
何
度
で
も
開
く

町
長　
電
池
バ
レ
ー
構
想

に
つ
い
て
は
、
町
民
全
体

に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
丁
寧
な
説
明
を
心
が
け

て
い
る
。
今
後
も
町
民
の

皆
様
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
場

で
、
そ
の
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。
言
わ
ば
、
長
岡

藩
「
米
百
俵
」
の
精
神
で
、

今
こ
そ
、
そ
の
精
神
を
よ

み
が
え
ら
せ
ま
し
ょ
う
と
、

皆
様
に
訴
え
た
い
と
思
う
。

【
電
池
バ
レ
ー
の
行
方
】

電
池
バ
レ
ー
構
想
の

成
否
の
判
断
時
期
は

質
問　
町
が
こ
の
事
業
に

投
じ
た
約
41
億
４
１
０
０ 

万
円
は
、
今
年
の
町
の
一

般
会
計
予
算
80
億
６
９
０ 

０
万
円
の
約
半
分
、
総
予

算
１
０
９
億
８
９
０
０
万

円
の
約
40
％
で
あ
る
。　

　

大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

米
坂
線
の
復
旧
費
86
億
円

の
約
半
分
と
考
え
る
と
相

当
な
額
で
あ
る
。

　

多
額
の
税
金
を
投
入
し

て
い
る
こ
の
事
業
は
、
ど

の
段
階
で
花
が
開
い
た
と

言
え
る
の
か
。

　

こ
の
緊
急
時
、
未
来
に

向
け
た
財
源
確
保
が
必
要

な
時
期
で
あ
る
。
こ
の
事

業
に
つ
い
て
の
成
否
の
判

断
時
期
は
い
つ
な
の
か
。

花
が
開
く
時
期
は
必

ず
来
る
と
約
束
す
る

町
長　
現
在
、
貸
工
場
に

は
数
社
の
引
き
合
い
が
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
交
渉
を
続

け
て
い
る
。
花
が
咲
く
時

期
は
必
ず
来
る
と
約
束
す

る
。

　

任
期
中
に
必
ず
や
こ
の

事
業
を
成
功
さ
せ
る
。
民

意
を
大
事
に
常
に
有
権
者

の
声
に
耳
を
傾
け
る
。

　
（
本
人
執
筆
）

貸工場の公開を望む貸工場の公開を望む
町長：町民の見学会を約束する町長：町民の見学会を約束する

島し
ま

貫ぬ
き

寿ひ
さ

雄お

議
員

令和３年11月議会の貸工場調査時
内部公開を希望する町民は多い
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一般質問

【
貸
工
場
】

貸
工
場
が
建
設
に
至

っ
た
経
緯
は

質
問　
私
は
こ
の
電
池
バ

レ
ー
構
想
そ
の
も
の
に
当

初
か
ら
一
貫
し
て
反
対
し

て
き
た
。
す
べ
て
の
話
に

根
拠
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

３
年
前
に
完
成
し
て
い

な
が
ら
、
今
な
お
引
き
取

り
手
が
い
な
い
と
い
う
貸

工
場
。
い
っ
た
い
ど
こ
か

ら
の
指
示
、
誰
か
ら
の
指

示
に
よ
っ
て
建
設
し
た
の

か
。セ

パ
レ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン
社

の
事
業
を
想
定
し
て
建
設

町
長　
セ
パ
レ
ー
タ
デ
ザ

イ
ン
社
が
使
用
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
貸
工
場
を
建

設
し
た
が
、
設
計
は
山
形

大
学
の
副
学
長
を
中
心
と

す
る
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

貸
工
場
の
件
は
訴
訟
す

べ
き
案
件
で
は
な
い
か

質
問　
貸
工
場
は
セ
パ
レ

ー
タ
デ
ザ
イ
ン
社
の
要
望

に
応
え
て
工
場
を
建
て
た
。

し
か
し
実
際
に
は
、
完
成

し
て
も
引
き
取
っ
て
も
ら

え
ず
借
り
手
募
集
を
し
て

い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
セ
パ
レ
ー

タ
デ
ザ
イ
ン
社
に
対
し
て
、

訴
訟
す
べ
き
案
件
で
は
な

い
の
か
。

　

専
門
職
大
学
は
、
大
学

設
立
を
希
望
し
て
い
る
赤

門
学
院
に
対
し
て
、
３
億 

５
千
万
円
を
補
助
し
土
地

や
実
験
棟
を
無
償
で
貸
し

て
い
る
。
さ
ら
に
大
学
の

開
学
準
備
作
業
や
生
徒
募

集
も
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。貸

工
場
に
つ
い
て
は

争
う
つ
も
り
は
な
い

町
長　
争
う
つ
も
り
は
な

い
。
現
在
も
セ
パ
レ
ー
タ

デ
ザ
イ
ン
社
・
山
形
県
・

山
形
銀
行
に
企
業
誘
致
を

依
頼
し
て
い
る
。

争
う
た
め
の
訴
訟
で

は
な
い

質
問　
争
う
た
め
の
訴
訟

で
は
な
く
、
い
わ
ば
責
任

範
囲
を
明
確
に
す
る
た
め

の
手
続
き
で
あ
る
。
法
律

的
に
は
「
口
約
束
」
で
あ

っ
て
も
立
派
に
「
契
約
成

立
」
と
な
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
借
金
は

す
べ
て
町
民
の
負
担
に
な

る
。

　
「
責
任
を
持
つ
」
と
い

う
こ
と
は
金
銭
的
負
担
を

受
け
持
つ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

年
度
内
に
企
業
誘
致

を
進
め
る

町
長　
現
在
数
社
と
交
渉

中
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

ル
ー
ト
で
年
度
内
に
誘
致

す
る
予
定
で
あ
る
。

図
面
の
電
子
デ
ー
タ

の
公
開
を

質
問　
私
の
と
こ
ろ
に
も

貸
工
場
に
つ
い
て
質
問
が

来
て
い
る
。
過
日
、
貸
工

場
の
内
部
を
視
察
し
た
が
、

肝
心
の
床
下
や
天
井
裏
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。

そ
こ
で
２
つ
の
事
を
要
望

し
た
い
。

　

１
つ
は
簡
単
に
見
学
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

２
つ
目
は
、
図
面
の
電
子

デ
ー
タ
を
公
開
す
る
こ
と
。

工
場
の
仕
上
げ
材
よ
り
も

部
材
の
断
面
二
次
モ
ー
メ

ン
ト
や
床
の
耐
圧
や
共
振

の
ほ
う
が
大
切
で
あ
る
。

デ
ー
タ
は
公
開
す
る

商
工
観
光
課
長　
貸
工
場

は
希
望
者
だ
れ
で
も
見
学

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
図

面
の
電
子
デ
ー
タ
も
公
開

す
る
よ
う
に
す
る
。

（
本
人
執
筆
）

貸工場に早期決着を貸工場に早期決着を
町長：現状どおり誘致活動を進める町長：現状どおり誘致活動を進める

松ま
つ

山や
ま

和か
ず

好よ
し

議
員

借り手を待つ貸工場

学生３人専門職大学

貸工場の内部

令和５年９月25日　議会だより191号（12）



出
の
み
な
ら
ず
、
観
光
に

関
わ
る
方
々
の
所
得
向
上

に
よ
る
税
収
増
な
ど
、
間

接
的
な
財
源
確
保
の
視
点

を
持
っ
て
観
光
振
興
に
取

り
組
む
。
ま
た
、
お
客
様

が
そ
れ
ぞ
れ
希
望
や
予
定

に
合
わ
せ
て
工
程
を
組
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
情

報
更
新
に
心
掛
け
発
信
に

努
め
る
。

【
観
光
振
興
】

新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

よ
る
財
源
の
確
保
を

質
問　
現
在
、
町
の
課
題

の
一
つ
に
財
源
の
確
保
が

あ
げ
ら
れ
る
。
町
に
は
多

く
の
観
光
資
源
が
あ
り
、

こ
う
し
た
資
源
を
活
用
し

た
新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

よ
っ
て
、
観
光
消
費
額
を

拡
大
し
、
間
接
的
に
財
源

の
確
保
に
繋
げ
ら
れ
な
い

か
。既

存
の
観
光
資
源
の
新

た
な
魅
力
を
引
き
出
す

町
長　
既
存
の
観
光
資
源

に
つ
い
て
は
、
訪
れ
る
時

期
や
時
間
を
変
え
る
こ
と

で
新
た
な
魅
力
を
引
き
出

す
こ
と
や
、
学
び
や
健
康
、

手
軽
さ
な
ど
の
要
素
を
付

加
し
て
旅
行
商
品
化
す
る

こ
と
で
、
町
の
賑
わ
い
創

点
在
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
繋
げ
た
観
光
発
掘
を

質
問　
現
在
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
は
点
在
し
て
い
る
た

め
、
そ
の
場
の
観
光
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
。
新
た
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
発
掘
に

よ
り
、
点
在
す
る
ス
ポ
ッ

ト
を
繋
げ
る
こ
と
で
、
一

日
滞
在
し
て
も
ら
え
る
観

光
コ
ー
ス
や
宿
泊
し
て
の

観
光
に
繋
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
体
験
型
観

光
や
観
光
商
品
の
開
発
な

ど
の
企
画
を
含
め
、
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
企
画
が
必
要
で
は
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
繋

げ
る
こ
と
は
効
果
的

町
長　
点
在
す
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
立
ち
寄
り
施
設

を
繋
げ
る
こ
と
、
新
た
な

観
光
資
源
の
発
掘
や
観
光

商
品
の
開
発
は
非
常
に
効

果
的
と
考
え
る
。
ス
ポ
ッ

ト
を
繋
げ
る
こ
と
で
、
道

中
で
飲
食
や
買
い
物
に
繋

が
り
効
果
が
期
待
で
き
る
。

二
次
交
通
の
活
用
に
期
待

質
問　
第
２
期
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
二
次
交
通
の
整
備
と
あ

る
が
、
専
門
職
大
学
に
よ

る
開
発
か
。
二
次
交
通
の

開
発
に
よ
る
観
光
や
買
い

物
支
援
な
ど
の
活
用
に
期

待
す
る
。

実
証
実
験
の
場
面
で

町
民
の
参
画
を
願
う

町
長　
大
学
で
は
、電
動
・

自
動
運
転
車
両
の
開
発
の

た
め
準
備
を
進
め
て
い
る
。

実
用
化
に
な
れ
ば
、
移
動

弱
者
の
支
援
、
買
い
物
支

援
、
観
光
で
の
二
次
交
通

の
手
段
と
し
て
活
用
で
き

る
。
大
学
は
、
本
町
に
と

っ
て
貴
重
な
資
源
で
あ
る
。

実
証
実
験
の
場
面
で
は
、

多
く
の
町
民
に
参
画
を
願

う
。

【
義
務
教
育
学
校
】

校
舎
建
設
は
慎
重
に

質
問　
令
和
８
年
度
施
設

分
離
型
で
ス
タ
ー
ト
し
、

最
終
的
に
、
１
年
生
～
４

年
生
ま
で
の
校
舎
を
現
中

学
校
の
傍
に
建
設
の
予
定

と
し
て
い
る
。
少
子
化
も

考
え
、
建
設
は
慎
重
に
。

ま
だ
白
紙
の
状
態

教
育
長　
義
務
教
育
学
校

は
施
設
一
体
型
が
良
さ
を

発
揮
で
き
る
。
令
和
15
年

度
に
は
、
全
て
の
学
年
が

１
ク
ラ
ス
に
な
る
予
想
は

し
て
い
る
。
ま
だ
検
討
の

段
階
で
、
白
紙
の
状
態
で

あ
る
。　
　
（
本
人
執
筆
）

屋や

　嶋し
ま

　雅ま
さ

　一か
ず

　議
員

一般質問

新たなツーリズムによる財源の確保を新たなツーリズムによる財源の確保を
町長：財源確保の視点で観光振興に取り組む町長：財源確保の視点で観光振興に取り組む

＊ツーリズムとは：一般的に観光事業や旅行業、または観光旅行のことをいう

幻
想
的
な
水
没
林
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

添
川
の
水
芭
蕉
群

＊＊
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一般質問

質
問　
農
家
は
米
価
低
迷
、

資
材
高
騰
、
高
齢
化
、
20

年
後
の
基
幹
的
農
業
従
事

者
が
今
の
四
分
の
一
と
国

は
試
算
し
て
い
る
、
後
継

者
の
こ
と
に
つ
い
て
は
。

稼
げ
る
農
業
と
経
営
体

の
円
滑
な
形
象
が
必
要

町
長　
町
の
農
業
経
営
者

は
65
歳
以
上
が
61
％
を
占

め
て
い
る
。
将
来
的
な
農

地
の
受
け
手
が
い
な
く
な

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

農
業
従
事
者
の
減
少
が
進

み
農
業
を
維
持
す
る
に
は
、

稼
げ
る
農
業
の
実
現
と
新

規
就
農
者
の
確
保
・
定
着

と
と
も
に
経
営
の
円
滑
な

継
承
が
必
要
と
考
え
る
。

地
域
計
画
の
策
定
は

質
問　
様
々
な
各
層
を
交

え
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

う
地
域
計
画
策
定
で
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
は
。

新
し
い
共
助
組
織
の

創
造
も
視
野
に
検
討

町
長　
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
が
法
定
化
さ
れ
市
町

村
が
地
域
計
画
を
策
定
す

る
。
計
画
で
は
、
10
年
後
、

農
地
利
用
の
姿
を
1
筆
ご

と
の
地
図
に
示
す
「
目
標

地
図
」
を
作
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
中
で
は
、
災
害

復
旧
後
の
農
地
利
用
、
今

後
の
農
地
の
借
り
手
、
認

定
農
業
者
は
も
と
よ
り
副

業
的
な
経
営
体
、
担
い
手

の
育
成
・
確
保
、
遊
休
農

地
・
耕
作
放
棄
地
の
活
用

等
に
つ
い
て
女
性
の
方
を

含
め
て
話
し
合
う
準
備
を

進
め
て
い
る
。　

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

質
問　
耕
作
放
棄
地
は
中

山
間
地
域
に
限
ら
れ
た
こ

と
で
は
な
い
。
屋
敷
林
周

辺
に
も
起
き
る
可
能
性
が

あ
る
。
田
畑
が
荒
れ
る
の

み
な
ら
ず
獣
た
ち
の
住
み

か
と
な
り
、
住
民
に
危
害

が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
。　

耕
作
放
棄
地
を
発
生

さ
せ
な
い

町
長　
耕
作
放
棄
地
を
ど

の
よ
う
に
生
産
可
能
に
す

る
か
、
所
得
向
上
に
つ
な

げ
ら
れ
る
か
、
そ
の
方
法

は
ど
う
か
。

　

そ
の
方
法
は
必
ず
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
化
学
肥
料
の
使
用
の

み
な
ら
ず
、
地
域
の
有
効

資
源
と
し
て
の
堆
肥
を
活

用
す
る
な
ど
、
国
が
勧
め

る
農
業
革
命
、
新
し
い
農

業
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

国
に
理
解
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
は

質
問　
農
業
生
産
者
が
大

変
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を

国
に
伝
え
て
理
解
を
求
め

る
こ
と
は
。

何
度
も
伝
え
て
い
る

副
町
長　
県
内
の
副
町
長 

・
副
村
長
の
研
修
が
あ
る
。

そ
こ
で
農
水
省
の
官
僚
と

意
見
交
換
す
る
場
が
あ
り
、

町
の
諸
問
題
を
訴
え
て
い

る
。

　

7
月
12
日
に
東
北
農
政

局
が
来
庁
さ
れ
て
粗
放
的

農
地
ま
た
は
、
優
良
的
農

地
な
ど
に
区
分
け
す
る
な

ど
を
行
い
、
最
適
土
地
利

用
総
合
対
策
を
活
用
し
地

域
計
画
と
合
わ
せ
て
事
業

さ
れ
て
は
と
話
が
あ
っ
た

の
で
、
東
北
農
政
局
と
話

し
合
い
な
が
ら
事
業
を
推

進
す
る
。

（
本
人
執
筆
）

農
家
の
抱
え
て
い
る
現

状
課
題
に
つ
い
て
は

舟ふ
な

山や
ま

政ま
さ

男お

　議
員

いいで町の農業についていいで町の農業について
町長：地域計画策定に向け準備中町長：地域計画策定に向け準備中

※
最
適
土
地
利
用
総
合
対
策
（
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
）

　
地
域
ぐ
る
み
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
優
良
的
農
地
、
粗
放
的

農
地
を
区
分
し
土
地
利
用
構
想
図
を
作
成
す
る
。
国
で
は
活

動
費
や
諸
整
備
費
を
支
援
す
る
制
度

（
耕
作
中
の
農
地
）

（
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
た
同
地
）
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【
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
】

米
坂
線
不
通
で
１
年　

不
便
な
生
活
が
続
く

質
問　
災
害
か
ら
１
年
が

経
過
し
た
。
町
民
は
不
便

な
生
活
が
続
い
て
い
る
が
、

町
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
の
か
。

他
自
治
体
と
連
携
し

て
要
望
活
動
に

町
長　
県
・
沿
線

自
治
体
で
組
織
し

て
い
る
「
米
坂
線

整
備
促
進
期
成
同

盟
会
」
の
総
会
で
、

今
後
連
携
し
て
復

旧
の
た
め
の
要
望

活
動
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

　

多
く
の
利
用
者

観
光
客
、
高
齢
者

高
校
生
や
若
い
人

た
ち
に
と
っ
て
米
坂
線
は

な
く
し
て
は
な
ら
な
い
。

復
興
に
む
け
た
取
り
組
み

を
行
な
っ
て
い
く
。

署
名
活
動
は
じ
ま
る

町
も
存
続
運
動
を

質
問　
飯
豊
町
と
川
西
町

で
は
若
者
が
中
心
と
な
っ

て
米
坂
線
存
続
の
た
め
の

署
名
活
動
が
始
ま
っ
た
。

「
署
名
活
動
」
の
他
に
「
町

民
大
会
」
や
「
復
興
呼
び

か
け
パ
ン
フ
」
や
「
新
聞

Ｐ
Ｒ
」「
の
ぼ
り
旗
」
な

ど
の
存
続
運
動
が
必
要
で

は
な
い
か
。

沿
線
で
連
携
し
活
動

　

米
坂
線
沿
線
自
治
体
の

首
長
と
連
携
し
、
復
旧
に

向
け
取
り
組
み
た
い
。
Ｊ

Ｒ
利
用
促
進
や
沿
線
の
地

域
活
性
化
の
た
め
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
復
興
運
動
に

参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、

予
算
化
も
含
め
て
検
討
し

た
い
。

【
空
き
校
舎
の
活
用
】

空
き
校
舎
は
残
す
の
か

質
問　
義
務
教
育
学
校
を

開
校
す
る
た
め
、「
義
務

教
育
学
校
開
校
準
備
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
、
空
き

校
舎
の
利
活
用
を
考
え
る

担
当
部
会
も
あ
る
。
空
き

校
舎
は
残
す
こ
と
を
前
提

と
理
解
し
て
い
い
か
。

活
用
を
前
提
と
し
て

検
討
し
て
い
る

町
長　
当
面
は
空
き
校
舎

と
せ
ず
、
何
ら
か
に
活
用

す
る
た
め
に
部
会
や
教
育

委
員
会
に
検
討
し
て
も
ら

う
。

空
き
校
舎
活
用
検
討

の
内
容

質
問　
閉
校
に
な
る
ま
で

の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

空
き
校
舎
活
用
の
テ
ー
マ

や
条
件
は
あ
る
の
か
。

７
年
１
月
ま
で

提
案
を
ま
と
め
る

教
育
長　
地
域
の
声
を
聞

い
て
、
令
和
７
年
１
月
ま

で
空
き
校
舎
活
用
の
方
向

性
を
決
め
た
い
。
そ
の
後
、

教
育
委
員
会
や
町
長
が
判

断
す
る
。
負
の
財
産
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
活
用
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。

（
本
人
執
筆
）

遠え
ん

藤ど
う

芳よ
し

昭あ
き

議
員

一般質問

米坂線存続に町民一丸で米坂線存続に町民一丸で
町長：多くの声を集めＪＲ・国・県に届ける町長：多くの声を集めＪＲ・国・県に届ける

めざみの里まつり会場

開校準備委員会だより
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【
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
へ
。
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
と
は
】

質
問　
「
浸
水
マ
ッ
プ
」が

全
戸
配
布
さ
れ
た
。
添
付

資
料
も
な
く
、
配
布
だ
け

で
有
効
に
活
用
さ
れ
る
か

心
配
し
て
い
る
。
ま
た
マ

ッ
プ
で
示
さ
れ
た
浸
水
地

域
を
減
ら
す
方
策
が
今
後

必
要
で
、
排
水
路
の
機
能

強
化
は
必
須
。
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

関
係
機
関
と
引
き
続

き
協
議
す
る

町
長　
各
戸
に
「
浸
水
マ

ッ
プ
」
が
配
布
さ
れ
る
際

に
、
活
用
方
法
に
つ
い
て

周
知
が
さ
れ
て
い
な
っ
か

た
。
今
後
、
内
水
氾
濫
リ

ス
ク
に
つ
い
て
も
周
知
を

図
っ
て
い
く
。
排
水
路
の

機
能
強
化
に
つ
い
て
は
、

水
路
網
全
体
を
強
化
す
る

こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、

県
や
関
係
機
関
と
引
き
続

き
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

再
質
問　
４
年
度
に
は
、

い
い
で
農
村
未
来
研
究
所

豪
雨
災
害
調
査
研
究
チ
ー

ム
が
、
報
告
書
を
作
成
し

て
い
る
。
西
山
山
林
が
中

心
の
調
査
と
な
っ
て
い
る

が
、
住
宅
半
壊
件
数
の
分

析
か
ら
、
南
側
山
林
（
東

部
地
区
）
の
調
査
が
必
要

で
は
な
い
か
。

町
長　
優
先
順
位
と
し
て

水
源
と
な
る
西
山
中
心
の

調
査
と
な
っ
た
。
今
後
は

南
側
山
林
も
含
め
た
全
体

像
の
調
査
を
行
っ
て
い
く
。

「
災
害
が
起
き
な
い
山
を

つ
く
る
」
こ
と
を
提
案

質
問　
手
入
れ
の
行
き
届

い
た
健
全
な
山
林
を
つ
く

る
こ
と
で
「
山
林
の
保
水

力
を
回
復
」
さ
せ
る
。
そ

の
た
め
に
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
の
林
業

支
援
や
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
で
林
業
従
事
者
を
確

保
し
、
山
林
の
維
持
管
理

を
行
う
こ
と
を
提
案
す
る
。

新
た
な
林
業
従
事
者

の
確
保
も
検
討

町
長　
被
災
地
周
辺
の
山

林
は
、
水
源
涵
養
機
能
や

表
層
崩
壊
防
止
機
能
が
低

下
し
て
い
る
と
危
惧
さ
れ

る
。
新
た
な
林
業
従
事
者

の
確
保
も
検
討
し
、
森
林

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

再
質
問　
検
討
し
て
い
る

時
間
的
余
裕
は
な
い
よ
う

だ
。
現
場
は
間
も
な
く
担

い
手
不
足
・
技
術

者
不
足
で
事
業
継

承
が
困
難
に
な
る
。

「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
は
早
急
に

実
行
を
。
ま
た
林

業
の
専
門
員
「
地

域
林
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
」
の
活

用
を
。

農
林
振
興
課
長　

協
力
隊
の
採
用
や

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
の
活
用
は
、
前

向
き
に
検
討
す
る
。

米
坂
線
復
旧
か
ら
考
え

る
町
の
活
性
化
策
は

質
問　

 

「
米
坂
線
を
地
域

の
足
と
し
て
利
用
し
、
さ

ら
に
町
の
活
性
化
に
ど
う

結
び
付
け
、
利
用
促
進
に

繋
げ
る
か
」
の
提
案
活
動

が
必
要
で
は
な
い
か
。

多
様
な
団
体
と
連
携
し

た
取
り
組
み
が
必
要

町
長　
日
常
的
な
利
用
と

あ
わ
せ
て
、
町
の
活
性
化

に
結
び
つ
け
る
活
動
は
重

要
と
な
る
。
今
後
は
多
様

な
団
体
と
連
携
し
、
復
旧

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

他
の
質
問

※「
第
３
セ
ク
タ
ー
の
行
方
」

地
域
振
興
公
社
か
ら
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
９
月
定

例
会
中
に
提
出
予
定
と
答

弁
。

（
本
人
執
筆
）

次
は
浸
水
地
域
を
減

ら
す
方
策
を

一般質問

髙た
か

橋は
し

　
勝ま

さ
る　議

員

浸水マップ全戸配布。次は浸水地域を減らす方策を浸水マップ全戸配布。次は浸水地域を減らす方策を
町長：県や関係機関と引き続き協議を行う町長：県や関係機関と引き続き協議を行う

被
害
を
受
け
て
斜
面
が

露
出
し
た
山
林
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◆
消
防
団
総
理
大
臣
表
彰

　

昨
年
８
月
３
日
の
消
防

団
の
災
害
出
動
に
対
し
て

「
防
災
功
労
者
内
閣
総
理

大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
た
。

（
総
務
課
）

◆
固
定
資
産
税
の
減
免

　

昨
年
の
豪
雨
災
害
を
受

け
た
世
帯
に
対
す
る
固
定

資
産
税
の
減
免
は
、
小
白

川
地
内
54
筆
、
手
ノ
子
地

内
４
筆
、
萩
生
地
内
15
筆　

の
計
73
筆
で
10
分
の
８
以

上
で
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

（
税
務
会
計
課
）

◆
日
本
で
最
も
美
し
い
村

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
の
15
年
目
審
査

に
お
い
て
「
Ａ
」
判
定
の

評
価
を
得
た
。（

企
画
課
）

◆
秋
の
交
通
安
全
運
動

　

運
動
の
期
間
は
、
9
月

21
日
~
9
月
30
日
と
な
っ

て
い
る
。

（
住
民
課
）

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

本
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
件
数
は
８

月
27
日
現
在
、
５
７
３
５

枚
、
交
付
率
は
全
人
口
の

87
・
８
３
％
と
な
っ
て
い

る
。

（
住
民
課
）

◆
こ
ど
も
県
展

　

第
65
回
山
形
県
こ
ど
も

絵
画
展
（
こ
ど
も
県
展
）

に
お
い
て
、
本
町
か
ら
は

奨
励
賞
、
入
選
に
37
名
の

方
が
選
ば
れ
た
。　
　
　
　
　
　

（
教
育
総
務
課
）

◆
通
園
・
通
学
バ
ス

　

園
児
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル

バ
ス
7
台
に
置
き
去
り
防

止
装
置
の
設
置
を
、
10
月

末
ま
で
完
了
予
定
。

（
教
育
総
務
課
）

●
里
山
文
化
と
は

髙
橋︵
勝
︶委
員　
日
本
で

最
も
美
し
い
村
に
言
う
里

山
文
化
に
は
、「
中
津
川
の

菅
笠
」
は
含
ま
れ
て
い
る

か
。

企
画
課
長　
中
津
川
の
特

産
品
で
あ
る
菅
笠
、
宇
津

沢
か
ぼ
ち
ゃ
も
含
ま
れ
る
。

●
登
記
義
務
化
の
周
知
は

屋
嶋
委
員

令
和
6
年
4

月
か
ら
、
不
動
産
等
の
相

続
登
記
の
義
務
化
に
伴
っ

て
、
町
と
し
て
町
民
に
喚

起
を
し
て
い
る
か
。

税
務
会
計
課
長　
役
場
内

に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た

り
、
手
続
き
に
来
ら
れ
た

方
に
説
明
を
行
い
対
応
し

て
い
く
。

●
今
後
の
町
の
景
観
は

横
山
委
員

散
居
集
落
、

屋
敷
林
を
残
し
て
い
く
た

め
、
ど
う
取
り
組
む
か
。

企
画
課
長
　「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
の
15

年
目
審
査
で
「
Ａ
」
判
定

の
評
価
を
頂
い
た
。

　

町
の
景
観
を
守
る
た
め

に
も
、
計
画
、
条
例
の
策

定
に
努
め
て
い
き
た
い
。

●
公
共
空
き
家
の
対
応
は

菅
野
委
員
　
中
津
川
旧
小

屋
分
校
の
対
応
は
ど
う
す

る
の
か
。

総
務
課
長　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

か
ら
昨
年
末
に
返
却
さ
れ

た
。
強
風
で
屋
根
の
破
損

等
が
あ
り
、
今
後
は
地
区

の
意
見
を
聞
き
対
応
し
た

い
。

●
第
二
小
の
落
雷
被
害
は

島
貫
委
員
　
第
二
小
学
校

の
防
犯
装
置
の
故
障
は
。

教
育
総
務
課
長　
落
雷
被

害
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
防
犯
ブ
ザ
ー
の
故
障
が

あ
り
、
臨
時
休
校
の
措
置

を
取
っ
た
。
緊
急
メ
ー
ル

に
よ
り
保
護
者
に
配
信
し
、

無
事
に
対
応
し
た
。

●
椿
団
地
の
契
約
状
況
は

髙
橋︵
亨
︶委
員
　
現
在
の

販
売
状
況
は
。

企
画
課
長

21
区
画
の
中

で
７
区
画
が
契
約
済
み
で
、

う
ち
６
区
画
は
建
設
済
み

で
あ
る
。
引
き
続
き
販
売

に
つ
な
げ
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ

に
努
め
る
。

各
課
か
ら
の
報
告

質
問
と
答
弁

総務文教常任委員会

町消防団が総理大臣表彰町消防団が総理大臣表彰
昨年豪雨災害対応評価され昨年豪雨災害対応評価され

住宅建設がすすむ椿団地
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◆
災
害
復
旧
事
業
状
況

　

昨
年
８
月
災
害
の
建
設

室
所
管
分
に
つ
い
て
39
箇

所
の
復
旧
事
業
は
、
完
了

は
８
箇
所
、
施
工
中
14
箇

所
、
今
後
更
に
７
箇
所
の

発
注
を
行
い
、
74
・
７
％

の
復
旧
を
予
定
し
て
い
る
。

上
下
水
道
所
管
分
、
５
箇

所
中
２
箇
所
は
昨
年
度
完

了
、
３
箇
所
施
工
中
で
あ

る
。
下
水
道
施
設
は
１
箇

所
で
完
了
し
て
い
る
。

（
地
域
整
備
課
）

◆
今
年
度
の
作
付
け
状
況

　

主
食
用
米
１
０
５
１

（
△
20
）
で
前
年
度
並
み
、

加
工
米
55
（
＋
８
）、
飼

料
用
米
１
０
１
（
△
17
）、

Ｗ
Ｃ
Ｓ
１
０
６
（
△
７
）、

輸
出
用
米
16（
＋
２
）、
備

蓄
米
25
（
△
５
・
８
）
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
は
13
・
６（
△

５
・
８
）
と
な
っ
て
い
る
。

単
位
ha
カ
ッ
コ
内
は
対
前

年
比
。　
（
農
林
振
興
課
）

◆
非
課
税
世
帯
物
価
高
騰

緊
急
支
援
給
付
事
業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
住

民
税
非
課
税
６
０
３
世
帯

に
対
し
１
世
帯
当
た
り

３
万
円
を
給
付
す
る
事
業

で
あ
る
。

　

申
請
の
な
い
58
世
帯
に

対
し
、
11
月
15
日
期
限
ま

で
に
確
認
書
の
通
知
、
及

び
電
話
、
訪
問
に
よ
る
催

促
を
し
て
い
く
。

（
健
康
福
祉
課
）

◆
中
津
川
診
療
所
に
お
け

る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ

い
て

　

９
月
11
日
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
が
開
始
さ
れ
る
。

毎
月
第
一
月
曜
の
午
前
中

が
診
療
日
と
な
る
。
中
津

川
地
区
に
お
け
る
新
た
な

医
療
体
制
の
整
備
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
国
民
健
康
保
険
診
療
所
）

●
災
害
復
旧
工
事
に
お
け

る
一
体
施
工
と
は

遠
藤︵
芳
︶委
員　
県
が
施

工
す
る
萩
生
川
、
小
白
川

の
河
川
工
事
に
合
わ
せ
町

が
一
体
施
工
す
る
と
は
。

建
設
室
長　
町
道
の
橋
工

事
に
お
い
て
、
県
が
発
注

す
る
護
岸
工
事
に
組
み
込

ん
で
一
体
的
に
施
工
す
る

も
の
で
あ
る
。
工
事
費
用

は
、
負
担
金
と
し
て
支
払

う
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
お

け
る
薬
の
手
当
て
は

菅
野
委
員

薬
の
処
方
は
、

調
剤
薬
局
に
相
談
す
れ
ば

そ
の
日
の
う
ち
に
渡
す
こ

と
が
で
き
る
か
。

診
療
所
事
務
長　
中
津
川

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い

て
、
９
月
11
日
（
月
）
か

ら
令
和
６
年
３
月
末
ま
で

実
証
実
験
が
行
わ
れ
る
。

　

月
曜
日
午
前
中
の
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
を
受
け
、
水

曜
日
に
薬
が
出
る
。
薬
は

ド
ラ
イ
バ
ー
が
お
届
け
す

る
。
診
療
当
日
の
う
ち
に

薬
が
必
要
な
と
き
は
、
調

剤
薬
局
に
行
け
ば
受
け
取

れ
る
。

●
今
年
度
の
不
作
付
面
積

と
生
産
目
安
は

髙
橋︵
亨
︶委
員

今
年
度

の
不
作
付
面
積
と
生
産
目

安
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

農
林
振
興
課
長　
災
害
で

作
付
け
で
き
な
か
っ
た
面

積
は
48
ha
あ
り
、
主
食
米

の
作
付
け
は
、
当
初
目
安

１
０
８
９
ha
が
１
０
５
１

ha
と
な
っ
て
い
る
。

●
し
ら
さ
ぎ
荘
の
今
後
の

事
業
計
画
に
つ
い
て

松
山
委
員

計
画
書
で
今

後
も
バ
イ
オ
マ
ス
を
使
う

効
果
は
。

観
光
交
流
室
長　
過
年
度

の
安
い
灯
油
の
単
価
料
金

を
現
在
の
高
い
単
価
料
金

に
変
換
し
た
差
額
を
、
熱

量
の
み
購
入
す
る
バ
イ
オ

マ
ス
に
す
る
こ
と
で
、
年

間
２
４
０
万
円
の
削
減
を

見
込
ん
で
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
副
反
応
報
告
は

島
貫
委
員

ワ
ク
チ
ン
接

種
の
重
篤
な
副
反
応
の
報

告
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
２
件
把

握
し
て
い
る
。
１
件
は
手

の
し
び
れ
、
他
は
接
種
と

の
因
果
関
係
は
不
明
で
あ

る
が
免
疫
不
全
反
応
が
出

て
入
院
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
件
は
副
反
応
の
審
査
を

国
に
申
請
す
る
。

産業厚生常任委員会産業厚生常任委員会

災害復旧率は年度内に災害復旧率は年度内に
74.7％予定74.7％予定

各
課
か
ら
の
報
告

質
問
と
答
弁

令和５年９月25日　議会だより191号（18）



議
　
　
長　

菅
野
富
士
雄

副
議
長　

屋
嶋　

雅
一

監
査
委
員　

髙
橋　

亨
一

議
会
運
営
常
任
委
員
会

委
員
長　

髙
橋　
　

勝

副
委
員
長　

屋
嶋　

雅
一

委
　
　
員　

舟
山　

政
男

　
　
　
　
　

遠
藤　

純
雄

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　

遠
藤　

純
雄

副
委
員
長　

髙
橋　
　

勝

委
　
　
員　

菅
野
富
士
雄

　
　
　
　
　

髙
橋　

亨
一

　
　
　
　
　

屋
嶋　

雅
一

　
　
　
　
　

島
貫　

寿
雄

　
　
　
　
　

横
山　

清
彦

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

舟
山　

政
男

副
委
員
長　

松
山　

和
好

委
　
　
員　

菅
野
富
士
雄

　
　
　
　
　

髙
橋　

亨
一

　
　
　
　
　

遠
藤　

芳
昭

　
　
　
　
　

島
貫　

寿
雄

　
　
　
　
　

遠
藤　

純
雄

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　

遠
藤　

芳
昭

副
委
員
長　

屋
嶋　

雅
一

委
　
　
員　

舟
山　

政
男

　
　
　
　
　

松
山　

和
好

　
　
　
　
　

髙
橋　
　

勝

　
　
　
　
　

横
山　

清
彦

置
賜
広
域

　
　
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　
　

菅
野
富
士
雄

　
　
　
　
　

屋
嶋　

雅
一

　
　
　
　
　

髙
橋　
　

勝

置
賜
広
域
病
院

　
　
企
業
団
議
会

　
　
　
　
　

菅
野
富
士
雄

　
　
　
　
　

舟
山　

政
男

　
　
　
　
　

遠
藤　

芳
昭

西
置
賜
行
政
組
合
議
会

　
　
　
　
　

島
貫　

寿
雄

　
　
　
　
　

遠
藤　

純
雄

　
　
　
　
　

横
山　

清
彦

新たなスタート新たなスタート
がんばりますがんばります 力を出し合い 住みよい町に 力を出し合い 住みよい町に

　
　（
後
列
）　
　
　
　
　
　（
前
列
）

　
遠
藤
　
純
雄
議
員
　
　
遠
藤
　
芳
昭
議
員

　
髙
橋
　
　
勝
議
員
　
　
髙
橋
　
亨
一
議
員

　
島
貫
　
寿
雄
議
員
　
　
菅
野
富
士
雄
議
長

　
横
山
　
清
彦
議
員
　
　
屋
嶋
　
雅
一
副
議
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
松
山
　
和
好
議
員
　
　
舟
山
　
政
男
議
員

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

　

議
長　
議
長　

菅
野　
富
士
雄

菅
野　
富
士
雄

　

７
月
の
議
会
議
員
選
挙

に
よ
り
、
新
た
な
議
会
体

制
と
な
り
、
不
肖
私
が
引

き
続
き
議
長
の
重
席
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆

様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く

精
一
杯
努
め
て
ま
い
る
覚

悟
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
や
豪
雨
災
害

に
よ
っ
て
、
諸
問
題
へ
の

対
応
や
、
将
来
の
あ
る
べ

き
町
の
姿
な
ど
を
十
分
に

議
論
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
、
人
口
減
少
や
米
坂

線
の
運
休
な
ど
、
厳
し
い

環
境
に
あ
り
ま
す
が
、
議

員
が
一
丸
と
な
っ
た
活
動

を
展
開
し
、
町
民
生
活
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

飯
豊
町
議
会
の
新
体
制
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発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
菅
野
富
士
雄

発
　
　
　
行

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
遠
藤
　
芳
昭

副
委
員
長
　
屋
嶋
　
雅
一

委
　
　
員
　
舟
山
　
政
男

　
　
　
　
　
　
松
山
　
和
好

　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
　
勝

　
　
　
　
　
　
横
山
　
清
彦

　

記
録
的
な
猛
暑
が
続

い
た
今
年
の
夏
で
し
た

が
、
よ
う
や
く
秋
の
気

配
も
色
濃
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

近
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
と
豪
雨
災
害

で
、
多
く
の
事
業
や
活

動
が
停
滞
し
て
い
ま
し

た
が
、「
未
来
カ
フ
ェ

マ
ル
シ
ェ
」
や
３
年
ぶ

り
に「
め
ざ
み
の
里（
復

興
）
祭
」
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
人
で
賑
い
ま
し

た
。
町
民
生
活
に
よ
う

や
く
活
気
が
戻
り
は
じ

め
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。　
　
　

（
遠
藤
記
）

編
集
後
記

　町議会では、これまでも「町民との意見交換会」を開催して参りましたが、今年度から、
「意見交換会」の他に、議員が出かけて皆さんの活動内容やご意見をお聞きする「聞かせて
くださいあなたの声を」の取組を行うことにしました。
　是非、町民の皆さんの声をお聞かせください。

申し込み・お問い合わせ　　飯豊町議会事務局　0238－87－0527

町 議 会 と の 　

意 見 交 換 会
　内容はこれまでどおり、町内の各団体や
グループで議員（議会）との意見交換会で
す。町の現状や将来にむけたまちづくりに
ついて、話し合いを行うものです。
● 町内に所在する団体やグループ
● 参加人数は概ね10名程度
● 自治会や部落等の役員会
● サークル・女子会・青年会
● 職場　等々

町 民 と 語 る

まちづくり活動
　　　　聞かせてください

　　　　　　　　 あ な た の 声 を

■議員が小グループに分かれてお伺いしま
すので、その際はよろしくお願いいたし
ます。
　お伺いしたい団体
● 町内で活動している団体や組織
● 趣味のサークル
● 地域づくり団体や組織  等

11月30日（木）11月30日（木）「子ども議会「子ども議会」」開催開催

　子どもたちに、町や地域づくりに積極的に参加する気持ちを育てることを目的として、
子どもたちによる議会が開催されます。
　子ども議会も、本議会と同じく一般質問形式で行われ各小中学校代表の子ども
議員が、まちづくりに対する質問や提案を行います。

「女性との懇談会」「女性との懇談会」準備中準備中

　本年２月に開催され、多くの参加をいただき、一般質問に結びついたご意見もあり、
本年度も実施することといたしました。名称や内容はこれから検討することになります
が多くの参加を呼び掛けていく予定です。
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